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６
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す
。
男
女
共
同
参
画
と
は
、
「
女
だ
か
ら
」
「
男

だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
だ
け
で
生
き
方
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
男
女
が
互
い
に
よ
き

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対
等
に
参
画
し
、
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
、
か
つ

責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
も
に
豊
か
な
人
生
を
築
く
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
平
成
25
年
３
月
に
第
２
次
韮
崎
市
男

女
共
同
参
画
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
現
代
社
会
は
、
様
々
な
社
会
環

境
の
変
化
の
中
に
あ
り
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
こ

れ
ら
の
社
会
環
境
の
変
化
か
ら
課

題
と
し
て
表
面
化
し
て
き
た
諸
問

題
の
解
決
の
糸
口
と
な
り
、
女
性

に
と
っ
て
も
男
性
に
と
っ
て
も
生

き
や
す
い
社
会
の
形
成
を
目
指
す

も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
家
庭
・

地
域
・
職
場
な
ど
で
男
女
が
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
で

き
る
よ
う
に
男
女
共
同
参
画
の
推

進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
長
年
に
わ
た
り
形
成
さ

れ
て
き
た
固
定
的
な
性
別
役
割
分

担
意
識
「
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
」
な
ど
は
、
依
然
と
し
て
根
強

く
残
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

【
図
１
参
照
】

　
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
男

女
共
同
参
画
の

基
本
的
な
考
え

方
を
示
し
、
真

の
男
女
共
同
参

画
社
会
の
早
期

実
現
の
た
め
の

施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に

推
進
し
て
い
く

た
め
、
「
韮
崎

市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
」
に
基
づ
き
、
「
第

２
次
韮
崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
計
画
期
間

　
平
成
25
年
度
か
ら
34
年
度
ま
で 

　
の
10
年
間

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

■
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　（
内
線
３
５
６
）

【図1】夫は外で働き、妻は家庭を守るという考えについて（県調査との比較）

男性の料理教室

資料：男女共同参画に関する市民アンケート調査（H23）
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第２次韮崎市男女共同参画推進計画のイメージ

男女共同参画の意識づくり
（１）男女共同参画についての意識啓発
（２）教育における男女共同参画の推進
（３）情報発信における人権の尊重
（４）国際社会の取り組みとの同調

男女がともに助け合う家庭生活の推進
（１）男女がともに家庭責任を担える人づくり
         ・環境づくりの推進
（２）子育てがしやすい社会環境の整備
（３）介護を支える社会環境の整備

男女がともに担う地域社会づくりの促進
（１）政策・方針決定過程への男女共同参画の
　　　促進
（２）地域活動への男女共同参画の促進

男女がともに働きやすい職場環境の整備
（１）職場における男女平等の確保
（２）ワーク・ライフ・バランスの推進

人権が尊重される社会の形成
（１）生涯を通じた健康づくり支援
（２）性の尊重についての意識の浸透
（３）あらゆる暴力の根絶

武田の里ウォーク

地域減災リーダー育成講座

認知症サポーター養成講座

乳幼児検診

1
基本目標

2
基本目標

3
基本目標

4
基本目標

5
基本目標
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男女がともに担う
地域社会づくりの促進

男女共同参画の
意識づくり

男女がともに助け合う
家庭生活の推進

　男女共同参画社会の形成のためには、社会制度や慣

行の見直し、意識の改革を行うとともに男女がその個

性と能力を生かし、自己実現に向けた生き方ができる

よう、さらなる意識啓発をすることが必要です。

　根強く残る固定的な性別役割分担意識を是正するた

め、「韮崎市男女共同参画推進条例」などについて、

広く周知し、わかりやすい広報・啓発活動を展開する

とともに、意識啓発活動を充実させます。

　社会情勢の変化などによる共

働き世帯の増加や、価値観・ラ

イフスタイルが多様化する現代

では、男女が対等なパートナー

として、互いに協力し、調和の

とれた生活を送れることが重要

です。

　持続可能な家庭生活を維持し

ていくためには、男女が協働

し、家庭の状況に応じた役割分

担を進めることが求められてい

ます。男性の家事・育児・介護

への参画機会を充実させ、家庭

における男女共同参画を推進す

ることや、子育てや介護に関す

る不安や負担を軽減し、安心し

て子育てができるような環境づ

くりに取り組みます。

　市においても、いまだ社会のあらゆる分野において十分な女性の参画が進んでいない状況があることか

ら、今後もより一層女性が参画しやすい環境の整備が必要です。

　固定的な性別役割分担や差別意識にとらわれることなく、男女がともに社会のあらゆる分野に参画でき

るよう、市の施策または事業者もしくは各種の団体における方針の立案及び決定の場に参画しやすい環境

づくりを推進し、男女がともに担っていく地域社会づくりに努めます。

男女共同参画フォーラム

2
基本目標

3
基本目標

【図２】男性が家事を行うことについて

1
基本目標

【図３】韮崎市各種審議会・委員会における女性の登用率

資料：男女共同参画に関する市民アンケート調査（H23）

資料：企画財政課
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男女がともに働きやすい
職場環境の整備

人権が尊重される
社会の形成

　男女共同参画を推進していくため

には、男女がともに多様な働き方が

できる就業環境の整備が必要です。

　市の就業率の変化をみると、男性

の２５～５９歳は８割以上で推移し

ていますが、女性は子育て期にあた

る３０歳代前半で低下し、その後上

昇する「Ｍ字カーブ」を描いており、

多くの女性が子育て期に離職してい

ることが伺えます。

　男女雇用機会均等法などの法令の

周知・啓発はもちろんのこと、子育

て世帯を支援する様々な施策との密

接な連携を図りながら、仕事と家庭

の調和を推進します。

　男女が生涯にわたって健康で充実した生活を送ることは、男女共同参画社会の実現に向け

て基本的な条件となります。特に、女性は妊娠や出産など、生涯を通して男性とは異なる健

康上の問題に直面します。各ライフステージに応じて、お互いの身体的特徴を十分に理解し、

正確な知識を持ち、お互いの性を尊重することができるよう啓発します。

　また、家庭・職場における暴力に対しては、社会の理解が不十分であり、被害が潜在化し

やすい傾向にあります。そのため韮崎市においても、あらゆる暴力の予防と根絶に努めます。

※計画は市ＨＰからもご覧になれます。

4
基本目標

5
基本目標

【図４】韮崎市の年齢別就業率

資料：国勢調査（H22）

平成 25年度やまなし男 (ひと ) と女 ( ひと ) とのフォーラム

『３．11から学ぶ「その時、大切な人を守るには」
　　　　　　　　　～今日からできる災害への備え～』
　阪神淡路大震災や中越地震、東日本大震災等で支援活動を行った経験から、
被災地の様子、災害時に必要な男女共同参画の視点、災害に備えて私たちに
何ができるかについて講演します。
　どなたでも参加できますので、お気軽におこしください。

■日時　６月９日（日）
　　　　１３時～１６時（１３時開場）

■場所　県立文学館講堂
　　　　※１１時３０分～研修室
　　　　団体や市町村の男女共同参画に関する
　　　　活動展示

■内容　
　＊「きょうを守る」上映
　＊講演
　　「東日本大震災、女の視点・男の視点
　　　　　　～大切な人と生き抜くために～」

　＊講師　秦　好子　氏
　　　・日本女性消防職員ネットワーク
　　　　　　　　（JFFW）代表
　　　・防災アドバイザー集団「防災の種

　　　まき本舗」店主
　　　・「横浜災害ボランティアバスの会」

　　　創設

■参加費　無料（手話通訳あり）

■お問い合わせ・お申し込み
　山梨県県民生活・男女参画課
　☎０５５―２２３―１３５８



6

2013.6

平成25年度当初予算状況

　

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か

を
市
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
６
月
と
11
月

の
広
報
に
よ
り
「
財
政
状
況
の
公
表
」
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
の
編
成
状
況
の
ほ
か
、
平
成
24
年

度
最
終
予
算
の
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

　平成25年度の一般会計当初予算の編成状況につきましては広報４
月号にてお知らせいたしましたので、今回は予算の推移を年度ごとに
見ていきます。

　市税は、長引く景気の低迷等により全
般的に落ち込み、前年度比で９千万円程
の減額を見込んでいます。
　一方、地方交付税は、前年度に大幅な
減額となった法人市民税収入を基準に計
算されるため、前年度比で４億７千万円
程の増額となります。
　これにより、前年度に法人市民税の落
ち込みを補うために借り入れた減収補て
ん債が今年度は不要となることから市債
は減少する見込みです。
　なお、歳入に占める自主財源（市税や
使用料等の市が自主的に収入を得ること
ができる財源）比率については、繰入金
が前年度比で２億円程減少することなど
から減少しています。 

　
　

韮
企
告
示
第
１
号

　

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
並
び
に
韮
崎
市
財
政
状
況
及
び
健
全

化
判
断
比
率
等
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
３
月
31

日
現
在
に
お
け
る
韮
崎
市
の
財
政
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
25
年
５
月
１
日　
　

韮
崎
市
長　

横
内
　
公
明

歳入予算額の推移

主な歳入の経緯

韮
崎
市
の
財
政
状
況
の
公
表
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歳出予算額【性質別】の推移

　保育園再編整備事業費が計上されたこと
により民生費が大きく増加しています。土
木費についても、韮崎駅前広場改修事業や
市道（韮崎）１号線道路整備事業等により
増加しています。
　また、総務費は前年度比で５億５千万円
程減少しています。これは、前年度の法人
市民税の予定納税に対する過誤納還付金が
多額であったためです。

　人件費、物件費等が減少傾向にある一
方、保育園再編整備事業、市道（韮崎）1
号線道路整備事業、観音山公園整備事業や
韮崎駅前広場改修事業等により普通建設事
業費が増加しています。
　扶助費は、障害者自立支援給付費等負担
事業等により増額となっています。
　補助費等は市税過誤納還付金が減少した
ため大きく減少しています。

市の経費を行政目的によって分けた場合

市の経費を経済的性質によって分けた場合

歳出予算額【目的別】の推移

議会費 市議会運営のための経費

総務費 庁舎や財産の維持管理、税金の収納、戸籍管理、
選挙、統計などの経費

民生費 高齢者や障害者の福祉サービス、子育て支援、
保育所、生活保護などの経費

衛生費 環境保全、疾病予防、健康増進などの経費

農林水
産業費

農林水産業の振興を図るための支援や生活基盤
整備などの経費

土木費 道路や河川、公園などの社会資本整備のための
経費

消防費 消防団や消防施設などの災害対策のための経費

教育費 小・中学校、社会教育などの教育関係経費

公債費 市債の元金・利子を支払うための経費

商工費 商工業や観光の振興などの経費

労働費 労働者福祉対策、雇用対策などに関する経費

人件費 市の職員の給料や各種委員の報酬等の経費

物件費 賃金、旅費、交際費、需要費など消費的性
質をもつ経費

扶助費 生活保護、児童手当、医療費助成など住民
福祉を支えるための経費

補助費等 峡北広域行政事務組合といった組合や各種
団体への負担金、補助金の経費

普通建設
事業費

道路整備や市営住宅改修といった工事等の
経費

公債費 市債の元金・利子を支払うための経費

繰出金 国民健康保険特別会計、下水道事業特別会
計等の運営を支援する経費

積立金 基金（市の貯金）に預ける経費

維持補修費 建物や備品を修理する経費
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2013.6

当初予算における市民一人あたりの市民サービス額と市税負担額

住みよいまちづくりのために税金１，０００円の使われ方

特別会計と企業会計の当初予算状況

特別会計名 予算額 うち一般会計繰入金

国民健康保険 3,467,777 314,744

後期高齢者医療 261,288 71,284

簡易水道 115,543 4,170

下水道事業 1,476,263 763,755

介護保険 2,195,731 336,747

特別会計名 予算額 うち一般会計繰入金

介護サービス事業 11,243 2,690

恩賜林保護財産区
（第一鈴嵐外５会計） 2,743 ー

青木御座石財産区 1,764 ー

企業会計名 区分 予算現額 収入のうち一般会計補助金 資本的収支補てん財源

韮崎市立
病院事業

収益的収入 2,463,653

217,369 過年度損益勘定留保資金 112,933
収益的支出 2,463,653

資本的収入 43,341

資本的支出 156,274

韮 崎 市
水道事業

収益的収入 839,145

261,171

当年度消費税及び地方消
費税資本的収支調整額 8,109収益的支出 839,145

資本的収入 367,518
過年度損益勘定留保資金 175,514

資本的支出 551,141

特
別
会
計

企
業
会
計

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

※一般会計歳出総額を 4 月 1 日現在の人口（31,342 人）で割り算した額を市民サービス額としています。
※市税総収入額を 4 月 1 日現在の人口で割り算した額を市税負担額としています。

市民サービス額
413,215 円

市税負担額
138,990 円

固定資産税
72,125 円

市民税
54,090 円

軽自動車税　2,548 円
入湯税　　　　409円

都市計画税　　1,159 円

～
市たばこ税　　8,659 円

民生費　　　　福祉のため
公債費　　　　借入金返済のため
教育費　　　　義務教育や社会教育のため
衛生費　　　　環境や健康のため
総務費　　　　戸籍や市民バスのため
土木費　　　　道路や公園のため
農林水産業費　農林業のため
その他　　　　消防などのため
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企業会計 区分 予算現額 執行済額 資本的支出等補てん財源 業務量

韮崎市立
病院事業

収益的収入 2,570,684 2,564,051 過年度損益勘定
留保資金 142,484

延患者数(人)

収益的支出 2,570,684 2,510,625 入　　院
うち介護
外　　来

計

53,020
5,717

79,811
132,831

資本的収入 68,519 83,018 当年度消費税及
び地方消費税資
本的収支調整額

0
資本的支出 238,119 225,502

韮 崎 市
水道事業

収益的収入 832,769 834,337 過年度損益勘定
留保資金 209,208 配水量(㎥)

有収水量(㎥)
給水戸数(戸)
給水人口(人)

4,415,013
3,304,703

11,026
27,629

収益的支出 832,769 823,542

資本的収入 322,508 314,721 当年度消費税及
び地方消費税資
本的収支調整額

6,641
資本的支出 544,370 530,570

平成２４年度（見込）
市民一人あたりの残高

１６万８千円

　平成２４年度末の基金の現在高は、法
人市民税の減少に伴う対応、市債発行の
抑制を図るために基金を活用したことに
より減少しました。
　平成２５年度についても減少していく
見込みですが、今後とも計画的な活用、
運用に努めます。

平成2４年度最終予算状況
平成2４年度最終予算状況

基金（市の貯金）の状況

会計名 最終予算現額 支出済額 差引額

一　般　会　計 13,579,355 9,504,373 4,074,982

特　別　会　計 7,174,792 5,844,447 1,330,345

内
訳

国民健康保険 3,377,942 2,975,238 402,704

後期高齢者医療 258,603 193,135 65,468

簡易水道 11,076 8,187 2,889

下水道事業 1,403,905 837,537 566,368

介護保険 2,109,148 1,818,943 290,205

介護サービス事業 11,120 9,841 1,279

恩賜林保護財産区
（第一鈴嵐外５会計） 1,840 478 1,362

青木御座石財産区 1,158 1,088 70

合　　　　　計 20,754,147 15,348,820 5,405,327

事業名 金額
県営畑地帯総合土地改良整備事業 31,500 
農業体質強化基盤整備事業 66,100 
市道（韮崎）1号線道路整備事業 134,327 
観音山公園整備事業 98,039 
市営住宅管理費 79,989 
小中学校施設管理事業（非構造部
材耐震点検改修） 35,092 

その他（道路橋梁維持事業、通学
路等市道安全対策事業、消防施設
整備事業　等）

213,949 

繰越事業費計 658,996

（単位：千円）平成２４年度主な繰越事業平成２５年３月３１日現在（単位：千円）

※予算は年度ごとに決められていますが、工事や特殊な事情
等で年度内に支出できない場合、議会の承認を経て翌年度
に予算を執行することができます。これを予算の繰越とい
います。

　24 年度の繰越事業では、国の補正予算に適切に対処し、道
路整備や小中学校施設の耐震化など、安全・安心なまちづ
くりを推進するための事業を取り入れたことで、繰越額は
例年に比べて多額となっています。
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本
年
４
月
１
日
か
ら
の
40
日
間

で
、
す
で
に
５
件
も
の
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
に
注
意
を
し
て
、
火
災

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

防
災
行
政
無
線
の 

戸
別
受
信
機
を
無
償
で
貸
与

　
市
で
は
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や

屋
内
戸
別
受
信
機
を
利
用
し
、
災

害
時
や
緊
急
時
の
放
送
及
び
日
常

の
行
政
連
絡
を
住
民
の
皆
さ
ま
に

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
屋
外
放
送
は
地
理
的
条
件
や
気

象
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
聞
き
取
り

に
く
い
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

屋
内
用
戸
別
受
信
機
を
無
償
で
貸

与
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
世
帯

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
災
士
取
得
助
成
金

　
市
で
は
、
自
主
防
災
活
動
の
活

性
化
の
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

防
災
士
機
構
が
実
施
す
る
防
災
士

資
格
取
得
研
修
を
受
講
す
る
方
に

対
し
、
受
講
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　
助
成
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、

研
修
受
講
料
、
資
格
取
得
試
験
受

験
料
、
認
定
登
録
料
で
３
万
円
を

上
限
と
し
て
い
ま
す
。

（
※
研
修
は
主
に
県
外
で
２
日
間

に
わ
た
り
開
催
。
受
講
に
係
る
交

通
費
、
宿
泊
費
等
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。
）

　
受
講
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
防
災
士
と
は

　
社
会
の
様
々
な
場
で
、
減
災
と

社
会
の
防
災
力
向
上
の
た
め
の
活

動
が
期
待
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
た

め
に
十
分
な
意
識
・
知
識
・
技
能

を
有
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災

士
機
構
に
認
定
さ
れ
た
方

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
総
務
課
防
災
交
通
担
当

　（
内
線
３
３
９
・
３
９
９
）

　
狂
犬
病
予
防
注
射
は
飼
い
主

の
義
務
で
す
。

　
４
月
に
各
地
区
を
巡
回
し
て

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病

院
で
注
射
を
受
け
た
後
、
発
行

さ
れ
た
注
射
済
証
と
手
数
料

５
５
０
円
を
お
持
ち
の
う
え
、

環
境
課
に
て
注
射
済
票
の
交
付

手
続
き
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
近
所
に
お
住
ま
い
の
方
と
犬

の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め

に
も
、
犬
の
登
録
な
ど
ル
ー
ル

を
守
っ
て
犬
を
飼
育
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課
環
境
政
策
担
当

　（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

平成２４年度（見込）
市民一人あたりの残高

９４万２千円
交付税で補てんされる額を
除く残高

４１万７千円

　一般会計の地方債の残高は、２４年度
に減収補てん債を借入れたことで増加し
たものの、２５年度については、ほぼ横
ばいとなっています。臨時財政対策債や
減収補てん債等、後年度において元利償
還金（返済借金）が交付税で補てんされ
る市債借入残高が増加しています。
　その他の会計についても、ほぼ横ばい
を見込んでいます。
　市債は借金でありますので、発行につ
いてはより一層の注意を払っていきます。

地方債（市の借金）の状況

火
の
用
心
！
最
近
火
災

が
ふ
え
て
い
ま
す
。

狂犬病予防注射は
お済みですか？

穂坂町林野火災



　 　　

　　

短期的にはある一定の効果があるようです。
　欧米では昔から肥満解消のための食事療法として、炭水化物制限の方が効果的
か、あるいは脂質制限か、が議論されてきました。そし

て１０年程前に、炭水化物を控える以外はカロリーの制限なしとした人と、脂質等を控えた人
の体重変化を比較した実験で、６カ月後に炭水化物を控えた人の方が減量効果があった、との
研究結果が報告されました。ここから低炭水化物食がダイエット効果や血糖改善効果があるよ
うに言われているようです。ただ、同研究のその後の解析では、１年後には体重の差がなくな
ったこと、症例数が少ないこと等から、結局はっきりした結論はでていません。それ以外の研
究でも同じ様なもので、概ね２年間位は低炭水化物食（あるいは低脂質食）による体重減少効
果はあるかもしれないが、長期的にははっきりしない、程度の結論のようです。
　日本の場合、動物性脂質摂取の増加に伴って肥満や糖尿病が増加してきたこと、主食が米で
あること等から、炭水化物を極端に制限し、他は制限なし、とするのは現実的ではないようで
す。個々の栄養素に対してこれは良い、悪いとするのではなく、全体的なバランスを考えて食
事療法にあたることが重要と思われます。

糖尿病で通院しており、とにかく体重を落とすことが重要と
指導されています。
低炭水化物ダイエットが体重を減らすのに効果的で、あまり
空腹を我慢せずに済むと聞きましたが…

informationinformation

アドバイザー  韮崎市立病院

内科医長 　保阪　大也

市民のみかた
消費生活相談窓口
おかしいな！？と思ったらまずは相談！

消費者トラブルにあったら
商工観光課商工労政担当
☎２２―１１１１（内線２１６）

月～金曜日　８時30分～17時15分

毎週火曜日は消費生活相談員が市役所
１０２会議室で相談を承ります。

買え買え詐欺にご注意を!!

　もち掛けられる金融商品については、未公開株、怪しい社債、ファン
ドのほか、金融商品かどうかも定かではない「怪しい権利取引」、時に
は「グリーン電力の証書」というものがあります。市の相談にもこのよ
うな書類が送られてきたという相談があります。これらのトラブルが減
らない背景の一つとして、「劇場型勧誘」の手口がより巧妙化、悪質化
していることが挙げられます。

買え買え詐欺の特徴

（１）　Ｂ社（勧誘会社）の勧誘に前後して、消費者の自宅にA社（販売
会社）の未公開株、怪しい社債、ファンド、老人ホームの会員権
等のパンフレットや申込書が送られてくる。

（２）　Ｂ社から「Ａ社の封筒は届いてないか。Ａ社が販売している商品
は大変価値があるが、封筒が届いた個人しか購入することができ
ない。代わりに買ってくれれば権利を高値で買い取る。」または
「代理で購入して欲しい。謝礼を支払う。」などと電話で消費者
に勧誘し契約をあおる。

（３）　消費者がＡ社に商品の購入を申し込み、代金を支払う。
（４）　最終的にＡ社Ｂ社ともに連絡が取れなくなる。

　このような、悪質な被害に合わない為にも、十分に注意しましょう。

企画展「描かれた花展」

■開催期間　６月２３日（日）まで

　桜やバラ、椿など花を主

題とした作品３１点を紹介

いたします。

　岸田夏子の幻想的で美し

いバラを描いた作品《仄
ほの

か

に香る》や、独立美術協会

創立８０周年記念に際して

制作された、１２センチ四

方のキャンバスに１３１名

の会員が描いた『華』を主題とした作品を１５０号の大

作に仕立てた作品など、多彩な作品の競演をご高覧くだ

さい。

■開館時間　１０時～１８時（入館は１７時半まで）
■休館日　水曜日（祝日の場合は翌日）

■入館料　大人 ５００円 ／ 小・中・高 ２００円

※障害者手帳を提示の方は、本人及び介添人１名が無料。

　団体（２０名以上）割引あり

※市内在住・在学の小中学生は無料。

■次回企画展のお知らせ
　６月２９日（土）より「鈴木信太郎展」
　を開催予定です。

市民交流センター「ニコリ」1階
韮崎大村美術館サテライトスペース企画展
　大村智氏より寄贈されたバーナード・リーチ等の作品

をご覧いただけます。

　また日本を代表する彫刻家、桑原巨守とその教え子た

ちのブロンズ像等の作品をご覧いただけます。

　市民交流センター内の無料でご覧いただけるスペース

ですので、お気軽にお立ち寄りください。

■開館時間　９時～１７時

■休館日　月曜日（祝日の場合は翌日、ふるさと偉人資

　　　　　料館に準ずる）

■お問い合わせ（水曜日除く、１０時～１７時）

　韮崎大村美術館　☎ ２３ー７７７５

　ホームページ：www.nirasakiomura.artmuseum.com

岸田夏子《仄かに香る》

Q.
A.



月 火 水 木 金 土 日

　　 　　

休館：

のびのび教室
対象児：平成23年
　　　　5月生
受付：13時～13時15分
親子あそびや歯科相談を中
心に行います。

自然と共に
　～食育て・子育て～

楽しく安全な食を考えるお
母さんのサークル「ひまわ
り会」代表粕川邦子氏によ
る食のお話と試食など
受付：10時30分～12時
おやつ代：150円
持物：おてふき・筆記用具
申込：支援センター
　　　（定員30組）

休館： （午前）

おはなし会
14時～14時30分
対象：幼児～小学校低学年

休館： 休館：   

抜き取ってご利用ください

歯の健康無料相談
９時30分～12時30分
場所：市民交流センター
　　　「ニコリ」１階フロア
歯科医師による健診、相
談、乳幼児の無料フッ素塗
布、歯ブラシなどの配布

休館：   

避難訓練
いざという時の
ために・・・
避難訓練で安全を確かめま
しょう　　
11時ごろ　【予約不要】
すくすく教室
対象児：平成24年11月生
受付：13時～13時15分
離乳食指導や離乳食の試食
を中心に行います。

休館：

　

〔毎週月曜日〕
ことぶきルーム（韮崎）

　小学生対象
※祝日は実施しません

イベント・行事

●韮崎市役所 
　業務時間：8時30分～17時15分（月～金）
　〒407-8501 韮崎市水神1丁目3番１号
　☎22－1111　 22-8479

〔毎週月・火・水曜日〕
■学校教育相談（第３月曜除く）
　9時30分～16時
　市民交流センター相談室２
　問：☎23－5653

〔毎週月・木曜日〕
■母子健康手帳交付・
　妊婦・一般健康相談
　9時30分～16時
　保健福祉センター

〔第１・２月曜日〕
■行政相談（祝日の場合は翌週）
　13時～15時
　市役所１階１０２会議室
　問：企画推進担当（内線 356）

〔毎週火曜日〕
■消費生活相談
　９時～16時
　市役所１階１０２会議室
　問：商工労政担当（内線 216） 

〔随時・要予約〕
■家庭児童相談
　予約：子育て支援担当
　　　　（内線１７９）
■市民栄養相談
　予約：☎23－4310

相談等 ※祝日は実施しません

6/2、9、16、23、30
10 時～ 12 時、13 時～ 16 時
大人、子ども共に１回 100 円

（３歳以下は保護者と同伴で無料）

　 中央公園ミニSL運行日

●特設人権相談
10時～15時
市民交流センター「ニコリ」
会議室1【予約不要】
（広報５月号P19参照）

休館：      

　6 月 27 日（木）
　13 時～ 16 時
　市役所４階 401 会議室
　一人 30 分以内 定員６名
＊予約受付日　
　6 月 10 日（月）
　8 時 30 分～
   企画推進担当（内線 356）

今月の無料法律相談

納期限（口座振替日）

7 月 1 日（月）
＊介護保険料　　  第2期
収納課徴収・管理担当

（内線 163 ～ 166）

今月の納税

月6 2013
CALENDAR

水無月

情報カレンダー情報カレンダー情報カレンダー
広 報 に ら さ き

診察科目 診察日 受付時間 休診日
内科

月曜～金曜

　午前 8時30分～
　　　午前11時30分

※小児科（午後）
　午後３時30分～午後４時30分
※眼科 
　金曜  午前8時30分～午前11時
※麻酔科
　左記診察日の午後２時～午後４時
※スポーツ外来
　木曜  午後１時30分～午後５時15分
※リウマチ外来
　木曜  午後１時～午後４時

土曜・日曜・祝日・
年末年始
（12/29～1/3)
 
※急患はこの限りで 
　はありません。 
※当院は院外処方を
　行っています。
※医師の日程変更に
　よる休診・代診に
　ついては、お問い
　合わせください。

小児科
外科
整形外科
眼科
脳神経外科
放射線科
リハビリテーション科

麻酔科（ペイン：痛み） 第1・3・5 火曜（午後）
第2・4 金曜（午後）

泌尿器科 木曜
スポーツ外来 木曜（午後）
リウマチ外来 木曜（予約制）

☎
２
２
ー
１
２
２
１

韮
崎
市
立
病
院  

本
町
３
丁
目
５
番
３
号

1

8

2

94 5 6 73

６月５日
パパ・ママ教室　Ａコース２回目
13時30分～15時30分
赤ちゃん抱っこ体験や母乳栄養について
にら★ちび　ベイビーくらぶ　～6～12か月～
13時30分～14時30分
おやつタイム＆ママの交流会　他
材料費・おやつ代100円　　定員10組【要予約】



　
孫育て講座
10時～11時
山梨県助産師会主催、楽し
く孫育て・最新育児グッズ
の紹介他
参加者には「お孫ブック」
プレゼント♪
申込：支援センター
　　　（定員20組）
（P18参照）

休館：   

　　

　　　 　 　 　

　　  　

よちよち教室
対象児：平成24年
　　　　7月生
受付：13時～13時15分
ブックスタート事業やお子
さんの事故防止について他
場所：市民交流センター
「ニコリ」内韮崎市立図書
館、読み聞かせの部屋

1歳6か月児健診
対象：平成23年
　　　11月生
受付：13時～13時15分
小児科医師・歯科医師の診
察を中心に行います。
にら★ちび　ベイビーくらぶ

　～0～5か月～【要予約】
13時30分～14時30分
おやつタイム＆ママの交流
会・手型サービス他
材料費・おやつ代100円
定員10組　　　 休館：

新聞紙であそぼう♪
10時30分～
11時30分
子育てサークル「ピーター
ラビット」ＯＢ企画。読み
聞かせやおやつタイムあり。
申込：子育て支援センター
　　　【定員20組】

休館： （午前）

「自分の月経から
　　　　わかること」
　～布ナプキンをしてみよう～

10時30分～11時30分
ママも家族も元気になろ
う！を提案する子育てグ
ループ「てと手と」の企画
材料費・おやつ代500円
託児３００円（２人目+
２００円）　
定員10人【要予約】

休館：       

助産師さんと
　おしゃべり
　6～12か月児

10時30分～11時30分
助産師加茂友香氏による離
乳食やはいはい・卒乳・マ
マの健康相談など
定員10組【要予約】
3歳児健診
対象児：平成22年5月生
受付：13時～13時15分
小児科医師及び歯科医師の
診察を中心に行います。

にこにこ子育て
　相談室

9時30分～16時
お子さんの気になる成長発
達・食事など保健師や管理
栄養士が個別に相談に応じ
ます【要予約】
体位測定
10時30分～11時30分
0歳児の体位測定他

【予約不要】

●坂井遺跡と志村滝蔵
　展記念講演会

13時30分～16時30分
場所：市民交流センター
「ニコリ」３階多目的ホー
ル（P17参照）

　休館：   

凡
　
例

：韮崎市民交流センター「ニコリ」
　　開館時間：9時～22時
　　☎22ｰ1121（代表）　 22-1122
　　・地域情報発信センター（9時～19時）
　　・ふるさと偉人資料館 ☎21ｰ3636
　　　　/韮崎大村美術館サテライトスペース
         (9時～18時・休館：月曜日・休日の翌日）

：韮崎市立図書館　
　　開館時間：10時～19時（土日祝は9時～17時）
　　☎22-4946　 22-4950

：韮崎市子育て支援センター
　　開館時間：9時～17時
　　☎23ｰ7676　 23-7678

：児童センター　開館時間：13時～19時
　　韮崎児童センター　☎ 22ｰ7687
　　北東児童センター　☎ 23ｰ5550
　　北西児童センター　☎ 22ｰ1775
　　甘利児童センター　☎ 23ｰ1535

：韮崎大村美術館
　　開館時間：10時～18時（入館17時半）
　　☎ 23ｰ7775

：東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　開館時間：8時30分～17時15分
　　☎20ｰ1155　 22-1919

：韮崎市老人福祉センター
　　開館時間：9時30分～16時30分

　　☎22-6944　 22-6980
：韮崎市健康ふれあいセンター

　　ゆ～ぷるにらさき
　　開館時間：９時30分～21時
　　☎20ｰ2222

：韮崎市民俗資料館
　　開館時間：9時～１６時30分
　　☎22ｰ1696

：韮崎市営体育館
　　開館時間：9時～22時
　　（日曜日及び月曜日が祝日の場合
　　9時～17時）
　　☎ 22ｰ0498

９時30分～12時30分
場所：市民交流センター
　　　「ニコリ」

休館：

大人のための朗読会
　朗読のつどい

14時～15時
対象：成人一般、学生、目
の不自由な方など
（P17参照）　休館：

mommy's scrap
10時30分
～11時30分
わが子の写真でスクラップ
ブッキングを楽しもう！
材料費500円
持物：わが子の写真
託児３００円（２人目+
２００円）　
定員10組【要予約】

休館： （午前）

4か月児健診
対象児：平成25年
　　　　2月生
受付：13時～13時15分
小児科医師の診察を中心に
行います。

休館：

メルマガ会員限定
　手型サービス

10時30分～11時30分
メルマガ会員の方には手型
足型プレゼント
【予約不要】
にら★ちび　ベイビーくらぶ

　～県外出身0歳児とママ～
13時30分～14時30分
おやつタイム＆ママの交流会
材料費・おやつ代100円
定員10組【要予約】

休館：

休館：   

ウルトラちびっこ
　キャラバン
　～七夕まつり～

七夕まつり♪
親子あそびやたからひろ
い・企業による子育て応援
試供品配布もあります
定員100組【要予約】

休館：  

●無料法律相談
　予約受付日

受付：8時30分～
企画財政課企画推進担当
内線356
※相談日は27日（木）

休館：      

休館：       

：韮崎市保健福祉センター　
　　開館時間：
　　8時30分～17時15分
　　☎23ｰ431０ 23-4316

乳幼児の健診
　場所　保健福祉センター
　持物　母子健康手帳、バスタオル、
　　　　保険証、印鑑

子育て教室
　場所　保健福祉センター

※よちよち教室は、市民交流センター２階図書館内
　持物　母子健康手帳、筆記用具など

育児健康相談等
　場所　保健福祉センター
　持物　母子健康手帳

健康づくり教室
　場所　保健福祉センター
　持物　各種健康手帳、筆記用具、
　　　　各教室にあった服装
　　　　（体操のできる服装等）

言語聴覚士さんと
　おしゃべり

10時30分～11時30分
言語聴覚士 小澤和恵氏に
よることばの発達や行動の
発達についてのお話や相談
定員10組【要予約】
誕生会
6月生のお子様をお祝い
材料費100円
定員10組【要予約】

休館：

七夕飾りを作ろう♪
10時30分
～11時30分
場所：龍岡公民館
子育てサークル「ピーター
ラビット」ＯＢ企画。
申込窓口：支援センター
（定員20組）
だっこの会　対象：乳幼児
11時～11時30分
わらべ歌、絵本の読み聞か
せ、手遊びなど

休館：  （午前）

陸上ウォーキング教室
受付：9時～9時20分
場所：穂坂自然公園
（P14参照）　  休館：
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６月21日
育児学級
13時30分～14時30分
出産後の様子や育児のことな
どみんなで語り合いましょう。

●老壮大学
13時～15時15分
場所：市民交流セ
ンター「ニコリ」
３階多目的ホール
大相撲おもしろ裏
舞台
大相撲キャスター
銅谷志朗氏

６月20日
●武田の里
　ライフカレッジ

13時30分
～15時30分
場所：東京エレクトロン
　　　韮崎文化ホール

「戦国時代に生きた妻たち」
「武田信玄と山本勘助」
講談師（大阪講談協会会長）：
旭堂南陵氏

６月14日
おそうじ大作戦
13時30分～14時30分
センターをみんなでおそ
うじしましょう。

【予約不要】

６月18日
助産師さんとおしゃべり

　0～5か月児
13時30分～14時30分
助産師井上裕子氏による
相談とベビーマッサージ
定員10組【要予約】



　 

対象地区
可燃 不燃 可燃粗大 不燃粗大 資源リサイクル 自己搬入の日

原則週2回 原則月2回 年6回
（2月に1回）

年6回
（2月に1回） 地区 拠点 第４土曜日

韮崎
（祖母石・岩根を除く）   3日、  6日

10日、13日
17日、20日
24日、27日

 5日、19日

12日 ー 4日 ●市役所裏駐車場
1日、8日、15日、22日、
29日　１３時～１６時
●やまとフジミモール店
　南側駐車場
　8日、22日
　１３時～１６時
●龍岡公民館グラウンド
　8日、22日
　１３時～１６時

6月22日（土）  　　　
9時～11時　　　　　　
エコパークたつおか

（☎22-3437）へ直接搬入。
運転免許証により、韮崎市民
であることを確認します。

※お店や事業所から出たも
　のは搬入できません。
※普通乗用車、軽自動車以
　外での搬入はできません。

穂坂・藤井・中田・
岩根 ー 26日 11日

穴山・円野・清哲・
神山・祖母石  4日、 7日

11日、14日
18日、21日
25日、28日

12日、26日

　5日 ー 18日

旭・大草・龍岡 ー 19日 25日

6月のごみ収集日程　生ごみはしっかり水を切りましょう！ルールを守ってごみを出しましょう！

文化ホールインフォメーション

祖母石、一ツ谷、水神１～２、若宮、旭、日の出、西町、
富士見ヶ丘、中島、高河原	 ６日（木）・２４日（月）

富士見、岩下、上の山	 ７日（金）・２５日（火）

穂坂町、権現沢、上の原、上今井、原、長久保
	 １０日（月）・２６日（水）

穂坂町、日の城、三之蔵、三ツ沢上下、飯米場、柳平、
宮久保、鳥の小池	 １１日（火）・２７日（木）

藤井町全区	 １２日（水）・２８日（金）

中田町全区・穴山全区	 １３日（木）

円野町全区	 １４日（金）

清哲町全区・神山町全区	 ３日（月）・１７日（月）

旭町全区 	 ４日（火）・１８日（火）

大草町全区・竜岡町全区	 ５日（水）・２０日（木）

●老壮大学	 ２１日（金）
●静心寮	 １９日（水）

巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。

■お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　　（☎２２－６９４４/ ２２－６９８０）

こぶし号 老人福祉センターバス（6月巡回日程）

休日・夜間の救急医療連絡先
●峡北消防本部テレホンガイド　
　☎0551-22-8181
　平日　午後5時15分～翌朝8時30分
　土日祝　24時間対応

●山梨県小児救急電話相談　
　☎＃8000（短縮ダイヤル）
　毎日午後7時～午後11時

●山梨県小児初期救急医療センター
　甲府市幸町14－6　
　☎055ｰ226ｰ3399
　平日　午後7時～翌朝午前7時
　土 　 午後3時～翌朝午前7時
　日祝・１２/２９～１/３
　　　　午前9時～翌朝午前7時
※対応は、中学生までです。
　外科的疾患の対応はできません。

◇エントランスコンサートVol.7
　木管五重奏　癒しの調べ
６月３０日（日） １３時３０分・エントラ
ンスホール
　気軽に生のクラシック音楽を聴いてみま
せんか？午後の癒しのひとときを皆様にお
届けします。入場無料ですのでお気軽にお
越しください。 
【全席自由】入場無料（先着１５０名様）

◇陸上自衛隊第１音楽隊
　にらさきふれあいコンサート
７月７日（日） １４時開演・大ホール
　毎年好評の自衛隊コンサートです。今年
は陸上自衛隊の迫力ある演奏をお楽しみく
ださい。
【全席自由】入場無料（要入場整理券）
☆６月８日（土）１０時より整理券配布開始！
※整理券はおひとり様４枚まで配布致しま

す。配布は先着順で行います。なお、お
並びいただいても配布枚数上限に達した
場合、入場整理券をお渡しできない場合
がございます。あらかじめご了承くださ
い。

◇Hit Song JAPAN
　～これが僕らの同窓会コンサート～
７月２８日（日） １５時開演・大ホール
　昭和のヒット曲の数々を豪華出演者とと
もにお届けします！ぜひお見逃しなく！
出演：小川知子、あべ静江、西口久美子
（青い三角定規）、あいざき進也、晃
（フィンガー５）、LILIES

【全席指定】５,０００円　※未就学児入場不可

◇舘野泉　ピアノ・リサイタル
９月１６日（月・祝） １４時３０分開演・
大ホール
　２００２年フィンランドでのリサイタル
中に脳溢血で倒れ、その後右半身に麻痺が
残りながらも、左手のピアニストとして復
帰を果たした世界的ピアニストがここ韮崎
へ！２０１２年ＮＨＫ大河ドラマ「平清
盛」テーマ曲のソリストを務めた舘野泉さ
んが叙情性豊かな美しい音色とともに皆さ
んの心に深く迫る演奏をお届けします。

【全席指定】３,５００円　※未就学児入場不可
☆６月１５日（土）１０時より発売開始！
（当ホールの発売日初日は窓口販売のみ）

◇第19回武田の里音楽祭 
　合唱出演者募集!!
　東京エレクトロン韮崎文化ホールおよび
市教育委員会では、１２月１５日（日）に
第１９回武田の里音楽祭を開催します。
オーケストラをバックに歌える貴重な機会
です。初めての方も奮ってご参加下さい。
　練習は下表の日程を予定しています。練
習会場はニコリ３Ｆ多目的ホールです。参
加ご希望の方は申込書がありますので、当
ホールまでご連絡ください。
（※練習時の受付も可能です。）

※１２月１４日（土）の前日練習は文化ホ
　ール・大ホールで行います。
■お問い合わせ
　東京エレクトロン韮崎文化ホール
　☎２０ー１１５５ ２２ー１９１９

練習日程表（予定）
　７月　６日（土） 15：30～ １０月　５日（土） 19：00～
　７月２０日（土） 19：00～ １０月２６日（土） イベント出演
　７月２７日（土） 19：00～ １１月　２日（土） 15：30～
　８月　３日（土） 19：00～ １１月１６日（土） 15：30～
　８月１７日（土） 19：00～ １１月２３日（土） 15：30～
　８月３１日（土） 19：00～ １２月　７日（土） 15：30～
　９月　７日（土） 19：00～ １２月１４日（土） 15：00～
　９月１４日（土） 19：00～ １２月１５日（日） 本　　番
　９月２８日（土） 19：00～
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平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
集
落

の
活
動
状
況
を
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
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付
金
実
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第
12
及

び
同
実
施
要
領
の
運
用
第
16
に
よ

り
、
次
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と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
平
成
25
年
６
月
１
日

■
概
要

　
平
地
に
比
べ
、
自
然
的
・
社
会

的
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
等

に
お
い
て
、
農
業
者
の
高
齢
化
・

耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
深
刻
化
す

る
中
、
担
い
手
農
業
者
の
確
保
や

農
地
の
多
面
的
機
能
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
集
落
の

取
組
に
対
し
、
国
・
県
・
市
が
支

援
す
る
制
度
で
す
。

■
要
件

　
特
定
農
山
村
法
な
ど
の
地
域
振

興
８
法
で
定
め
る
地
域
の
傾
斜
農

用
地
を
対
象
に
、
該
当
す
る
集
落

と
市
が
、
５
年
以
上
継
続
し
て
行

わ
れ
る
農
業
生
産
活
動
等
を
定
め

た
集
落
協
定
を
締
結
し
、
取
り
組

み
ま
す
。
集
落
協
定
に
よ
る
共
同

取
扱
活
動
に
あ
っ
て
は
、
交
付
金

額
の
概
ね
２
分
の
１
以
上
を
充
て

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
農
林
課
農
林
振
興
担
当

　（
内
線
２
２
３
）

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
概
要
及
び
実
施
状
況

■農作業雇用労賃【標準額】を決定
　平成２５年度の農作業雇用労賃【標準

額】を別表１のとおり決定しました。

※標準的な料金を示すものであり、圃場条

件や作業条件などを勘案して、当事者間

の協議により決定することを前提として

います。作業項目にない作業についても

協議のうえで決定してください。

■農地の賃借料を公表
　平成２４年１月から１２月までに締結

（公告）された賃貸借における賃借料水準

（１０a当たり）を別表２のとおり公表します。

※この情報は、あくまで参考であり、実

際の契約に関する賃貸料は、貸し手・借

り手がよく話し合いのうえ決めてくださ

い。

■お問い合わせ
　韮崎市農業委員会（内線２２６）

地域
区分

協定集落名 認定年月日
協定参加者数（人） 協定農用地

面積（㎡）
交付金額（円）

配分割合（％）
農業生産活動等の実施状況

農業者 非農業者 共同活動 農業者

特認
地域

日之城 H22.9.30 36 43 59,328 996,710 51 49
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・景観作物の作付け、堆きゅう肥の施肥等

三ツ沢 H22.9.30 73 69 146,241 2,456,848 100 0
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り、堆きゅう肥の施肥等

特認地域合計（Ａ） 109 112 205,569 3,453,558

法指定
地　域

折　居 H22.9.30 36 17 113,862 1,912,881 50 50
・耕作放棄地対策等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り、景観作物の作付け等

御　杉 H22.9.30 33 1 105,786 1,777,204 51 49
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

武　田 H22.9.30 40 0 95,956 1,612,060 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・景観作物の作付け等

北宮地 H22.9.30 39 0 166,730 2,801,064 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り、景観作物の作付け等

上円井 H22.9.30 66 0 258,557 4,343,757 50 50 ・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

下円井 H22.9.30 29 6 67,148 1,128,086 51 49
・耕作放棄地対策等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

中　谷 H22.9.30 46 12 141,470 2,376,696 100 0
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り、堆きゅう肥の施肥等

入戸野 H23.9.30 25 2 75,984 1,276,531 54 46
・耕作放棄地対策等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

鍋　山 H23.9.30 42 1 119,429 2,006,407 49 51
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・景観作物の作付け等

法指定地域合計（Ｂ） 356 39 1,144,922 19,234,686

総　合　計（Ａ）＋（Ｂ） 465 151 1,350,491 22,688,244

対象の部 地域名 平均額 最高額 最低額 データ数※1

田（水稲）

韮崎市

全　域

12,300 円 19,100 円 5,000 円 88

畑・普通畑 6,900 円 10,700 円 4,000 円 27

畑・樹園地（桃・葡萄・林檎・柿） 15,600 円 25,900 円 5,400 円 39

畑・樹園地（その他果樹） 12,200 円 21,200 円 6,800 円 10

牧草畑

区　　　分 作　業　内　容 標準額 ※

耕耘請渡
耕　起 8,000 円
代掻（耕起してある場合） 8,000 円
代掻（耕起してない場合） 1,2000 円

機械田植え 燃料・技術者付き 8,000 円
稲刈り（バインダー） 燃料・技術者付き ( ヒモ代別） 8,000 円

脱穀機賃金 燃料・技術者付き 8,500 円
コンバイン作業労賃 刈取り脱穀　燃料・技術者付き（ヒモ代別） 16,500 円

乾燥・籾摺り
（６０kg）

（米）乾　燥 1,200 円
（麦）乾　燥 1,400 円
籾　摺　り 600 円

一般農作業 １日（８時間） 7,200 円

農 業 委 員 会 よりお知らせ

表２　農地賃借料

表１　平成２５年度農作業雇用労賃金一覧表【標準額】

※乾燥・籾摺り、一般農作業以外は10ａ当たり　※機械作業は、燃料代を含むものとする。

※１　データ数は、集計に用いた筆数である。
※２　斜線部分は、データ数が少ないため算出できません。
　　　５件以上のデータを基に算出しております。
※３　賃借料は、算出結果を四捨五入し100円単位で表したものです。
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2013.6

　
市
で
は
、
自
ら
の
力
で
地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
や

得
意
分
野
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
や

団
体
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、｢

韮
崎
市
公
募
・
提
案
型
補
助
金｣

の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
思
い
や
ア
イ
デ
ア
を

行
動
に
移
し
な
が
ら
、
美
し
く
、
人
・
地
域
が
輝
く
『
夢
と
感
動
の
テ
ー

マ
シ
テ
ィ
・
に
ら
さ
き
』
の
実
現
を
目
指
す
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
多
数
の
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
と
な
る
団
体
等

　
市
内
に
活
動
の
拠
点
を
有
し
、

５
名
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体
や

グ
ル
ー
プ
等
で
、
そ
の
過
半
数
が

市
内
に
在
住
、
勤
務
ま
た
は
在
学

し
て
い
る
団
体
等
。

■
補
助
対
象
事
業

　
市
民
団
体
や
グ
ル
ー
プ
等
が
自

主
的
に
取
り
組
む
事
業
の
う
ち
、

そ
の
事
業
（
活
動
）
が
市
民
福
祉

の
向
上
及
び
地
域
社
会
の
発
展
な

ど
に
寄
与
す
る
事
業
。

※
施
設
の
建
設
等
を
目
的
と
す
る

も
の
や
国
・
県
・
市
ま
た
は
市

関
連
団
体
か
ら
の
補
助
金
、
助

成
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
事

業
は
除
く
。

■
補
助
の
内
容

・
１
団
体
当
た
り
50
万
円
を
限
度

（
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以

内
）

・
同
一
事
業
に
対
し
、
年
度
中
１

回（
３
年
間
・
計
３
回
を
限
度
）

■
申
請
方
法

●
申
請
期
間

　
　
６
月
３
日（
月
）

　
　
～
12
月
20
日（
金
）

●
提
出
書
類

　
①
交
付
申
請
書

　
②
団
体
等
の
規
約
等

　
③
事
業
の
実
施
計
画
書

　
④
団
体
の
活
動
報
告
書
及
び

　
　
収
支
決
算
書

　
⑤
そ
の
他
、
補
助
金
の
交
付
に

　
　
関
し
て
参
考
と
な
る
書
類
等

●
申
請
手
続

　
企
画
財
政
課
に
あ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た

は
直
接
持
参
に
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
請
書
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
事
業
実
施
期
間

　
交
付
決
定
の
日
か
ら

　
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

■
審
査
と
交
付
決
定

　
申
請
書
等
を
受
領
後
、
市
に
お

い
て
審
査
を
行
い
、
可
否
及
び
交

付
金
額
等
を
決
定
し
ま
す
。
ま

た
、
内
容
の
審
査
に
あ
た
り
、
別

途
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
〒
４
０
７
ー
８
５
０
１

　
韮
崎
市
水
神
１
丁
目
３
番
１
号

　
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）

　http://w
w

w
.city.nirasaki.jg.jp/

　
市
で
は
、
平
成
25
年
３
月
に
策

定
し
た
「
ま
ち
な
か
活
性
化
計
画

（
第
２
期
）」
に
基
づ
き
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
各
種

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
の
実
施
に
は
、
熱
意
あ
る

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
が
、
ま

ち
な
か
に
新
た
な
賑
わ
い
を
創
り

だ
す
契
機
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り

に
意
欲
を
持
っ
た
方
々
が
参
加
す

る
市
民
会
議
（
意
見
交
換
会
）
を

開
催
し
、
様
々
な
知
恵
や
異
業
種

の
方
々
の
意
見
を
施
策
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
手
で
活
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
ま
せ
ん

か
？

　
市
で
は
、
農
作
物
に
被
害
を
与

え
る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
従
事
す

る
担
い
手
を
育
成
す
る
目
的
で
、

狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
た
め
に
必

要
な
経
費
に
つ
い
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
狩
猟
免

　
許
を
新
た
に
取
得
し
た
方

②
狩
猟
免
許
取
得
後
、
市
内
で
活

　
動
す
る
猟
友
会
ま
た
は
団
体
に

　
加
入
し
た
方

③
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

■
対
象
経
費

①
狩
猟
免
許
申
請
手
数
料

②
狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会
受

　
講
料
（
１
回
分
の
み
対
象
）

■
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
次
の
書
類
を
添
付
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
取
得
し
た
狩
猟
免
許
証
の
写
し

②
補
助
対
象
経
費
の
領
収
書
の
写

　
し

③
猟
友
会
ま
た
は
団
体
に
加
入
し

　
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
証
明
書

　
の
写
し

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
農
林
課
農
林
振
興
担
当

　（
内
線
２
２
４
）

■
日
時
・
場
所

　
毎
月
第
１
木
曜
日

　
19
時
～
21
時
　

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

■
参
加
資
格

　
①
韮
崎
市
の
活
性
化
に
興
味
の

　
　
あ
る
方

　
②
異
業
種
と
の
連
携
（
コ
ラ
ボ

　
　
レ
ー
シ
ョ
ン
）
に
興
味
の
あ

　
　
る
方

   

③
そ
の
他
ま
ち
づ
く
り
に
意
欲     

　
　
的
な
方

■
申
込
方
法
　
随
時
受
付

　
指
定
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当

　（
内
線
２
１
５
）

　syoukou@
city.nirasaki.lg.jp

狩
猟
免
許
取
得
支
援

補
助
事
業
に
つ
い
て

ま
ち
な
か
市
民
会
議
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

公
募
・
提
案
型
の
補
助
金
申
請
を
受
付

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
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そ
れ
い
け
！
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
ル 

第
10
回

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
認
知
症

の
診
断
で
介
護
認
定
要
支
援
２
以

上
と
認
定
さ
れ
た
方
が
共
同
生
活

を
送
る
介
護
施
設
で
す
。
少
人
数

の
中
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
個
人
に
合
っ
た
ケ
ア
が

提
供
さ
れ
や
す
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
部
屋
は
個
室

で
、
一
人
の
時
間
を
持
つ
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
認
知
症
を
抱
え
る
方
は
、
集
団

生
活
を
送
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
必
要
な
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
共
同
生
活
の
中
で

自
分
の
役
割
を
見
つ
け
た
り
、
家

庭
的
な
環
境
で
穏
や
か
に
過
ご
せ

た
り
す
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が
安

定
し
、
問
題
行
動
が
落
ち
着
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

■
地
域
と
の
密
着

　
地
域
と
密
着
し
た
施
設
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
も
う
一
つ
の
特
徴
で
す
。
地
域

住
民
と
交
流
し
た
り
、
市
と
連
携

を
図
り
、
相
互
の
会
議
へ
出
席
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
は

２
ヶ
所
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
あ

り
、
両
施
設
の
管
理
者
の
方
に
は

認
知
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
の
委
員
と
し
て
も
“
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
”
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

■
施
設
管
理
者
よ
り

◇
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
武
田
の
里

　
神
山
町
北
宮
地
８

　
☎
２
３
ー
３
３
７
７

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
韮
崎
市
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
そ
の
人
ら
し
く
自

立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

入
居
者
の
方
は
、
お
花
見
や
夏
祭

り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
季
節

に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
と
の
交
流
会
な
ど

で
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
。
　

◇
愛
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　

に
ら
さ
き

　
竜
岡
町
下
條
南
割
１
９
２
ー
３

　
☎
２
１
ー
２
２
２
２

　
地
域
の
特
別
な
施
設
で
は
な

く
、「
近
所
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
が
い
つ
も
楽
し

そ
う
に
暮
ら
す
、
ち
ょ
っ
と
大
き

な
お
家
」
と
い
う
存
在
に
な
る
よ

う
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
認
知
症
と
い
う
病
に
な
っ
た
こ

と
は
、
ご
本
人
や
家
族
に
と
っ
て

大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
幸

せ
な
こ
と
と
は
言
え
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
認
知
症

に
な
っ
た
か
ら
『
愛
の
家
』
に
出

会
え
た
」
と
、
い
つ
の
日
か
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
場
所
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
も
の
忘
れ
相
談
セ
ン
タ
ー

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
ー
４
４
６
４

■
任
期

　
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

　
会
議
は
全
３
回
程
度

　（
平
日
の
昼
間
に
開
催
）

■
募
集
人
数
　
２
人

■
応
募
期
限

　
６
月
14
日
（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
ー
４
３
１
０

　

６
月
は
「
食
育
月
間
」。
毎
月

19
日
は
「
食
育
の
日
」
で
す
。

　

食
育
は
、「
朝
ご
は
ん
を
き
ち

ん
と
食
べ
る
」、「
韮
崎
や
山
梨
県

内
で
取
れ
た
食
材
や
旬
の
も
の
を

使
う
」
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら

取
り
組
め
ま
す
。

　

ま
ず
は
月
に
１
度
の
食
育
の
日

に
は
、
家
族
や
友
人
と
楽
し
く
食

事
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
平
成
21
年
３
月
に

「
韮
崎
市
食
育
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、
食
育
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
推

進
の
評
価
・
見
直
し
を
行
い
、

「
第
二
次
韮
崎
市
食
育
推
進
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
り
、
様
々
な
ご
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
、
ワ
ー
キ
ン

グ
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
計
画
に
対
す
る
率
直
な
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　
「
食
」
を
通
じ
た
子
育
て
や
健

康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
20
歳
以

上
の
市
民

「
食
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
第
二
次
韮
崎
市
食
育
推
進
計
画
」

　
　
　
　
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
募
集

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
施
設
）」

　
　
　
　

っ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
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■
集
合
場
所

　
穂
坂
自
然
公
園

　
穂
坂
町
三
ツ
澤
３
５
０
７
ー
１

※
悪
天
候
時
は
、
保
健
福
祉
セ
ン

　
タ
ー
室
内
で
運
動
を
行
い
ま
す
。

■
持
ち
物
　
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
水

　
分
補
給
用
の
飲
み
物
、
運
動
で

　
き
る
服
装
、
歩
き
や
す
い
靴

■
参
加
費
　
無
料

■
内
容

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
よ
る
正

　
し
く
効
果
的
な
歩
き
方
の
指
導

・
終
了
後
の
、
食
生
活
改
善
推
進

　
員
に
よ
る
健
康
食
の
試
食

■
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
保
健
指
導
担
当

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
ー
４
３
１
０

家
の
中
で
も
外
で
も
、
熱
中
症
に
は
ご
用
心
！

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
暑
い
夏
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節

に
、
特
に
気
を
付
け
た
い
の
が
熱

中
症
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
最
中
や
屋
外
で
の

作
業
中
に
発
症
す
る
こ
と
が
多
い

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
家

の
中
で
も
熱
中
症
に
か
か
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
熱
中
症
を
正
し

く
理
解
し
、
早
め
の
対
策
、
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
熱
中
症
と
は

　
高
温
多
湿
な

環
境
下
で
、
体
内

の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機
能
が

う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
に
よ
り
、

　ゆ～ぷるにらさきでは、火曜日から金

曜日まで、健康増進のためのレッスンを

行っています。初心者の方でも無理なく

参加いただけるクラスです。皆さまの参

加をお待ちしております。

○プールプログラム
　パワーウォーキング、エンジョイアク

　アパラダイス、シェイプアップ45、

　らくらくウォーキング

○スタジオプログラム
　肩凝り・腰痛改善教室、のびのびスト

　レッチ教室、青竹＆ストレッチ教室、

　スピリチュアルヨガ　他

■対象・定員　16歳以上の方・各20名

■参加料　３００～５００円

※詳細はお問い合わせください。

■お問い合わせ・お申し込み
　ゆ～ぷるにらさき　☎２０ー２２２２

ゆ～ぷるにらさきの
各種レッスンをはじめませんか？

吐
き
気
や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が

現
れ
ま
す
。
重
症
に
な
る
と
意
識

障
害
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
予
防
す
る
に
は

・
こ
ま
め
な
水
分
と
塩
分
補
給

・
屋
内
の
場
合

　
扇
風
機
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
活

　
用
し
た
室
温
調
節

・
屋
外
の
場
合

　
日
傘
、
帽
子
の
着
用

　
通
気
性
の
良
い
衣
服
の
着
用

　
炎
天
下
で
の
長
時
間
の
活
動
を

　
避
け
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
ー
４
３
１
０

　
定
期
的
な
運
動
は
、
私
た
ち
の

身
体
を
強
く
、
柔
軟
に
し
、
若
さ

を
保
つ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
増
加
し
続
け
て
い
る
肥
満
や

高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
改
善
や
予
防
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
元

気
に
歩
く
習
慣
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

せ
ん
か
？

■
日
時
　
６
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～

　
　
　
　
（
受
付
９
時
よ
り
）

陸
上
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
で

　
　
　
　
　

自
然
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
？

歩
き
方
が
わ
か
る
！
変
わ
る
！

秋山さん（藤井町）
　いろいろな「のれ
ん」を見たり、普段
は行けない民俗資料
館などがコースにも
入っていて、新たな
発見がありました。
またゆっくりと来て
みたいと思いました。
近藤さん（大草町）
　歩くのにコースがちょうどよかったです。車だ
と通りすぎてしまうようなところにも行くことが
でき、とてもよかったです。

石澤さん（藤井町）
　この事業が始まっ
た当初から毎回楽し
みに参加していま
す。もっとたくさん
このイベントをやっ
てもらいたいです。

小林さん（大草町）
　今回初めて参加し
ました。日ごろ運動
不足なので不安でし
たが、ちょうど良い
距離でした。知り合
いの方とおしゃべり
しながら楽しく歩け
ました。

　前回（３月16日）のウォーキング
は、街中や民俗資料館を巡りました。
　参加者にコメントいただいています。
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現
況
届
は
、
受
給
者
の
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
を
確
認
し
、
適
正
に
児

童
手
当
を
支
給
す
る
た
め
に
大
変

重
要
な
届
出
で
す
。

　
提
出
し
な
い
と
支
給
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
現
況
届

を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
対
象
者

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
す
べ
て
の
方
（
公
務
員
を
除

く
）。

　
対
象
者
に
は
「
現
況
届
」
を
送

付
し
ま
す
。

　
５
月
以
降
に
初
め
て
韮
崎
市
で

申
請
さ
れ
た
方
（
５
月
に
第
一
子

が
生
ま
れ
た
方
、
ま
た
は
５
月
に

転
入
さ
れ
た
方
）
は
現
況
届
の
提

出
は
不
要
で
す
が
、
申
請
時
に
は

平
成
25
年
度
の
所
得
証
明
書
（
平

成
24
年
中
の
所
得
に
つ
い
て
の
証

明
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限

　
６
月
28
日
（
金
）

　
市
内
４
箇
所
の
児
童
セ
ン
タ
ー

で
は
、
子
育
て
市
民
活
動
団
体
の

自
立
化
へ
の
支
援
や
地
域
活
動
の

助
長
を
図
る
た
め
、
平
日
午
前
中

の
閉
館
時
間
帯
に
施
設
の
貸
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
団
体
の
皆
さ
ん
に
ご
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
疑
問
な
点
な
ど
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
利
用
時
間
等

　
月
曜
～
金
曜
日
　
９
時
～
13
時

※
祝
祭
日
お
よ
び
年
末
年
始
（
12

月
28
日
～
翌
年
１
月
４
日
）
を

除
く
。

※
施
設
の
点
検
に
よ
り
、
利
用
で

　
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
利
用
可
能
な
団
体　

　
概
ね
10
名
以
上
の
会
員
数
を
持

つ
、
市
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
子

育
て
市
民
活
動
団
体
で
、
営
利
を

目
的
と
せ
ず
、
自
主
的
に
公
益
的

な
子
育
て
活
動
を
行
う
団
体

●
登
録
方
法

　
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

●
利
用
ま
で
の
手
続
き
の
流
れ

①
団
体
登
録

　
利
用
登
録
書
、
誓
約
書
を
提
出

●
提
出
書
類

・
現
況
届

・
受
給
者
の
健
康
保
険
証
コ
ピ
ー

　（
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
は

　
不
要
）

・
平
成
25
年
１
月
２
日
以
降
韮
崎

　
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住

　
所
地
で
取
得
し
た
平
成
25
年
度

　

所
得
証
明
書
（
児
童
手
当
用
）

※
市
町
村
に
よ
り
取
得
で
き
る
時

期
が
異
な
り
ま
す
の
で
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
登
録
の
承
認

　
登
録
期
間
は
許
可
日
か
ら
当
該

　
年
度
ま
で
（
毎
年
度
更
新
）

③
申
請
書
の
提
出

　
利
用
日
３
日
前
ま
で
に
利
用
す

　
る
児
童
セ
ン
タ
ー
か
福
祉
課
へ

　
提
出

④
利
用
許
可
書
の
発
行

⑤
利
用
す
る
場
所
、
利
用
方
法
等

　
の
確
認

⑥
当
日
の
セ
ン
タ
ー
の
利
用

●
利
用
施
設
・
設
備
等

　
遊
戯
室
・
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
・

ト
イ
レ
・
庭
、
冷
暖
房
設
備
、
備

品
類
、
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、
駐
車
場

※
甘
利
児
童
セ
ン
タ
ー
に
は
、
赤

　
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

　（
内
線
１
７
５
・
１
７
９
）

■観覧料　無料

■申込期限・方法　７月１日（月）
　※事前に電話での申し込みが必要です。

■お問い合わせ・お申し込み
　教育課国民文化祭担当（内線２６５）

■日時　８月２５日（日）１３時３０分～１６時
■場所　東京エレクトロン韮崎文化ホール
■講演・講師
　「スポーツで地域活性化へ」
　　スポーツジャーナリスト　  二宮　清純 氏
■パネルディスカッション　
　◇コーディネーター　　　　  二宮　清純 氏
　◇パネリスト　
　　ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブGM
　　　　　　　　　　　　　　  佐久間　悟 氏
　　山梨学院大学准教授　　　  長倉　富貴 氏
　　山梨学院カレッジスポーツセンター研究員

萩原　智子 氏（元水泳競技日本代表）　　　　

　「スポーツで地域活性化へ」をテーマに、スポーツと文

化の関わりや、まちづくりについて考えるシンポジウムを

開催します。多くの皆さまのご参加をお待ちしています。

◆
「
児
童
手
当
」
の
受
給
継
続
に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
！

◆
児
童
セ
ン
タ
ー
の
閉
館
時
間
帯
の
利
用
に
つ
い
て

福
祉
課
よ
り
お
知
ら
せ

第28回国民文化祭やまなし2013　韮崎市主催事業第一弾

二宮　清純 氏 萩原　智子 氏

サッカーフェスティバル
スポーツ文化シンポジウム
サッカーフェスティバル
スポーツ文化シンポジウム 観 覧 者 募 集
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韮
崎
市
水
道
事
業
で
は
、
水
道

の
総
管
路
の
う
ち
、
特
に
重
要
と

さ
れ
る
管
路
（
７
５
・
４
㎞
）
を

基
幹
管
路
と
定
め
、
平
成
24
年
度

か
ら
平
成
33
年
度
ま
で
の
10
年
間

に
、
こ
の
基
幹
管
路
の
耐
震
化
を

１
０
０
％
に
す
る
計
画
に
基
づ

き
、
水
道
管
の
耐
震
化
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
工
事
に
際
し
ま
し
て
、
交
通
や

騒
音
等
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 　

水
源
地
か
ら
蛇
口
ま
で
多
く
の
人
が
関
わ
り
、
日
々
の
生
活
や
産
業

を
支
え
る
「
安
全
で
お
い
し
い
水
」。
あ
ま
り
に
身
近
で
、
気
に
か
け
る

こ
と
が
少
な
い
水
道
水
で
す
が
、
近
年
、
地
震
等
の
災
害
に
強
い
水
道

づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
災
害
に
な
っ
て
は
じ
め
て
気

づ
く
水
道
の
大
切
さ
を
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
お
か
な
い
！ 

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
や
　

周
り
を
き
れ
い
す
る
。 

③
犬
は
放
し
飼

い
に
せ
ず
、

メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
か
ら

離
れ
た
場
所

に
つ
な
ぐ
。 

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、

２
ヶ
月
ご
と
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。
安
全
に
、
ま
た
正
確
な
検
針

が
で
き
る
よ
う
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
メ
ー
タ
ー
ま
わ
り
を
点
検

し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
料
の
支
払
い
に
は
、
窓
口

払
い
と
口
座
振
替
の
２
つ
の
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
納
め
忘
れ
が
な

く
便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
お
申
し
込
み

は
、
次
の
金
融
機
関
の
窓
口
に

「
預
金
通
帳
届
出
印
」
と
「
水
道

使
用
量
等
の
お
知
ら
せ
（
検
針

票
）
」
を
お
持
ち
の
う
え
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関

　
○
山
梨
中
央
銀
行

　
○
三
井
住
友
銀
行（
甲
府
支
店
）

　
○
甲
府
信
用
金
庫

　
○
山
梨
信
用
金
庫

　
○
山
梨
県
民
信
用
組
合

　
○
梨
北
農
業
協
同
組
合

　
○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課
水
道
管
理
担
当

　（
内
線
６
１
６
・
６
１
７
）

　
漏
水
か
な
？
と
思
っ
た
と
き

は
、
家
中
の
す
べ
て
の
蛇
口
を
閉

め
た
う
え
、
水
道
メ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
い
る
『
パ
イ
ロ
ッ
ト
』
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
パ
イ
ロ
ッ
ト

が
回
っ
て
い
れ
ば
、
ど
こ
か
で
水

復
興
の 

未
来
と
生
命（
い
の
ち
）
照
ら
す
水

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間
で
す
。

漏
れ
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

次
の
連
絡
先
へ
、
す
ぐ
に
修
理
の

依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

韮
崎
市
上
水
道
工
事
協
同
組
合

　

☎
２
２
ー
３
１
３
６

※
メ
ー
タ
ー
は
、
青
か
茶
色
の
ふ

た
の
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ
り
ま

す
。（
高
層
ア
パ
ー
ト
等
は
、

各
部
屋
の
近
く
の
パ
イ
プ
シ
ャ

フ
ト
の
中
に
あ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。）

有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。
今
年

度
対
象
と
な
る
年
齢
の
方
で
、
ま

だ
接
種
し
て
い
な
い
方
は
、
な
る

べ
く
早
く
お
子
さ
ん
の
体
調
の
よ

い
時
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
　

　
な
お
、
対
象
の
方
に
は
、
す
で

に
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

紛
失
さ
れ
た
方
は
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
公
費
接
種
の
対
象
者

＊
第
１
期
　
１
歳
以
上
２
歳
未
満

＊
第
２
期
　
年
長
児

　（
平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成

　
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

■
接
種
期
間
及
び
回
数

＊
第
１
期

　
２
歳
に
な
る
ま
で
に
１
回
接
種

＊
第
２
期

　
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

　
１
回
接
種

※
こ
れ
か
ら
妊
娠
を
希
望
す
る
方

や
、
妊
娠
中
の
女
性
の
家
族
の

方
は
、
過
去
の
接
種
歴
や
罹
患

歴
を
確
認
し
、
予
防
接
種
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
妊

婦
は
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
ー
４
３
１
０

　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
感
染

力
が
非
常
に
強
く
、
空
気
感
染
も

す
る
の
で
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の

み
で
予
防
は
で
き
ま
せ
ん
。
風
し

ん
の
感
染
力
は
、
麻
し
ん
ほ
ど
強

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
は
首
都

圏
を
中
心
に
患
者
数
が
増
加
し
て

お
り
、
ま
れ
に
脳
炎
な
ど
の
軽
視

で
き
な
い
合
併
症
を
お
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
妊
婦
、
特
に

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
疹
に
か
か

る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
も
感
染
し
、

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
、
目
が
見
え

に
く
い
、
生
ま
れ
つ
き
心
臓
に
病

気
が
あ
る
、
発
達
が
ゆ
っ
く
り
し

て
い
る
な
ど
「
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
」
と
い
う
病
気
に
か
か
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
流
行
は

　

春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て

　

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
自
分
が
感
染
し
な
い
た
め
だ
け

で
な
く
、
周
り
の
人
に
感
染
を
広

げ
な
い
た
め
に
も
、
予
防
接
種
は

メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
を

宅
内
の
漏
水
チ
ェ
ッ
ク
を
！

水
道
料
は
口
座
振
替
で

水
道
管
の
耐
震
化
工
事
へ
の

ご
協
力
と
ご
理
解
を
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③
坂
井
考
古
館

　
～
山
梨
県
の
第
一
号
博
物
館
～

　
末
木
　
健
　
氏

　（
豊
富
郷
土
資
料
館
館
長
）

④
坂
井
遺
跡
に
縄
文
人
が
い
た
頃

　
山
下
　
孝
司
・
閏
間
　
俊
明

　（
韮
崎
市
教
育
委
員
会
）

■
主
催
　
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
山
梨
県
考
古
学
協
会

■
協
力
　
坂
井
考
古
館
・
縄
文
王

　
国
山
梨
実
行
委
員
会

■
お
問
い
合
わ
せ

＊
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館（
１
階
）

　
☎
２
２
ー
３
６
３
６

＊
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　(

内
線
２
６
９)

お
父
さ
ん
に 

　
　
　
　

手
紙
を
送
ろ
う

　
６
月
16
日
（
日
）
は
父
の
日
。

　
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
お
父
さ
ん
に
手
紙
を
書
い

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
１
階
の
総
合
受
付
に
、
無
料
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
用
意
し
ま

し
た
。
書
い
た
手
紙
は
こ
ち
ら
で

発
送
し
ま
す
の
で
、
切
手
は
不
要

で
す
。

子
育
て
サ
ロ
ン
“
銀
河
鉄
道
”

『
親
子
で
た
の
し
く
、 

　
　

３
Ｂ
体
操
！
』（
無
料
）

■
日
時
　
６
月
12
日
（
水
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

　
３
階
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
親
子
で
３
Ｂ
体
操
を
し

　
ま
す
。

■
講
師
　
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会

　
公
認
指
導
士
　
岡
崎
　
万
里
氏

■
持
物
　
飲
み
水
、身
軽
な
服
装
、

　
　
　
　
タ
オ
ル
等
敷
物

■
定
員

　
子
育
て
中
の
親
子
20
組

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
中
央
公
民
館
（
１
階
）

　
☎
２
０
ー
１
１
１
５

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
に 

　
　
　

誘
わ
れ
て
…
展
示

　
６
月
10
日
は
「
時
の
記
念
日
」。

私
た
ち
の
生
活
と
切
り
離
す
こ
と

の
で
き
な
い
『
時
間
』
に
つ
い
て
、

思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
時
間
や
時
計
の
起
源

に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
、
時
間

　
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た

で
も
О
Ｋ
！

　
普
段
言
え
な
い
気
持
ち
を
手
紙

で
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
締
切

　
６
月
14
日
（
金
）
14
時

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
総
合
受
付
（
１
階
）

　
☎
２
２
ー
１
１
２
１

「
に
ら
☆
ち
び
フ
リ
ー

　
　

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
開
催

　
毎
日
の
子
育
て
に
は
、
必
要
な

も
の
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

「
う
ち
で
活
躍
し
た
子
育
て
用

品
、
ま
た
誰
か
に
使
っ
て
も
ら
い

た
い
な
」
「
使
う
期
間
が
短
い
も

の
だ
か
ら
、
で
き
た
ら
お
得
に
手

に
入
れ
た
い
な
」
な
ど
、
欲
し

か
っ
た
も
の
や
思
い
が
け
な
い
品

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
日
時
　
７
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
～
13
時

■
場
所
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
取
扱
品
目

　
子
供
衣
類
、
お
も
ち
ゃ
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
用
品
　
他
絵

※
エ
コ
バ
ッ
ク
を
ご
持
参
く
だ
さ

　
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
３
階
）

　
☎
２
３
ー
７
６
７
６

術
の
資
料
、
古
今
東
西
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
も
の
の
小
説
を
多
数
用
意

し
て
い
ま
す
。

■
展
示
期
間

　
６
月
１
日(

土)

～
27
日(

木)

朗
読
の
つ
ど
い(

無
料)

　
今
月
は
“
バ
ラ
の
つ
ど
い
”
の

皆
さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
企
画
で
中
央
線
開
通

１
１
０
周
年
に
ち
な
み
、
宮
沢
賢

治
作
品
よ
り
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

を
語
り
繋
ぎ
ま
す
。
リ
レ
ー
朗
読

で
す
の
で
、
お
聞
き
洩
ら
し
の
な

い
よ
う
毎
月
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
は
自
由
で
す
。

■
日
時
　
６
月
15
日(

土)

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所
　
図
書
館
大
会
議
室

■
内
容
（
図
書
名
・
朗
読
者
）

＊
「
逆
瀬
川
駅
」『
阪
急
電
車
』

　
有
川
浩
作
よ
り

　
早
川
鶴
子
氏
、
長
沼
佳
子
氏
、

　
堀
込
鈴
代
氏

＊
「
夫
の
眼
鏡
」『
劇
場
の
神
様
』

　
原
田
宗
典
作
よ
り

　
高
野
登
美
子
氏
、
角
田
喨
子
氏

　
岩
間
早
智
子
氏
、
落
合
君
子
氏

＊
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

　
宮
沢
賢
治
作
よ
り

　
春
藤
博
子
氏

■
お
問
い
合
わ
せ

　
市
立
図
書
館
（
２
階
）

　
☎
２
２
ー
４
９
４
６

市
立
図
書
館

中
央
公
民
館

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

『
ニ
コ
リ
』
イ
ベ
ン
ト
情
報

山
梨
の
遺
跡
保
存
と
活
用
の
原
点

坂
井
遺
跡
と
志
村
滝
蔵
展 

記
念
講
演
会
を
開
催

　
山
梨
の
考
古
学
を
語
る
う
え
で
、

発
掘
調
査
・
報
告
書
の
刊
行
・
遺

構
の
保
存
整
備
・
博
物
館
の
設
立

な
ど
、
現
在
の
基
礎
を
作
り
上
げ

て
き
た
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
坂
井

遺
跡
。
滝
蔵
が
考
古
学
に
目
覚
め

て
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
。
そ
の
業

績
と
坂
井
遺
跡
の
果
た
し
て
い
る

役
割
を
振
り
返
り
つ
つ
、
遺
跡
を

通
じ
て
未
来
を
語
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
６
月
23
日
（
日
）

　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
場
所
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
　
定
員
１
５
０
名

　
　
　
・
当
日
受
付
順

■
内
容

①
坂
井
遺
跡
と
志
村
滝
蔵

　
　
新
津
　
健
　
氏

　（
韮
崎
市
文
化
財
審
議
会
委
員
）

②
土
偶
研
究
か
ら
見
た
坂
井
遺
跡

　
小
野
　
正
文
　
氏

　（
甲
州
市
教
育
委
員
会
文
化
財

　
指
導
監
）

ニ
コ
リ
　
総
合
受
付

ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

民
俗
資
料
館
共
同
企
画
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お
知
ら
せ

や
ま
な
し
就
勝
塾
２
０
１
３ 

受
講
生
を
募
集
（
無
料
）

　
集
団
研
修
で
社
会
人
基
礎
力
を

養
い
、
自
宅
で
は
お
好
き
な
時
間

に
学
習
ソ
フ
ト
等
を
使
い
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
？

　
就
勝
戦
線
に
打
ち
勝
つ
人
材
を

目
指
し
ま
す
。

■
日
時
（
第
２
期
研
修
期
間
）

　
８
月
27
日
（
火
）

　
～
10
月
８
日
（
火
）

　
説
明
会
・
面
接
会

　
８
月
20
日
（
火
）

■
対
象
・
定
員

　
45
歳
未
満
の
未
就
職
者
・
15
名

■
お
問
い
合
わ
せ

　
若
者
地
域
連
携
事
業
事
務
局

　（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
花
ひ
ら
く
内
）

☎
０
５
５
ー
２
９
８
ー
４
７
８
２

新
城
市
と
の
友
好
親
善
の
旅

参
加
者
募
集

　
武
田
の
里
の
市
民
と
し
て
、
設

楽
原
決
戦
場
ま
つ
り
慰
霊
祭
に
臨

席
し
ま
す
。
武
田
氏
を
縁
に
、
両

市
の
さ
ら
な
る
交
流
発
展
の
た

め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　（
永
年
「
武
田
勝
頼
公
新
府
入

城
ま
つ
り
」
に
、
長
篠
設
楽
原
鉄

砲
隊
６
名
の
友
情
演
武
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。）

■
日
程
　
７
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
５
時
　
　
市
役
所
出
発

　
　
　
　
20
時
ご
ろ
市
役
所
帰
着

■
日
時
　
６
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～

■
場
所
　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
定
員
　
30
名
（
先
着
順
）

■
費
用
　
１
、５
０
０
円

　（
梅
２
㎏
、
昼
食
、
お
土
産
付
）

■
持
物
　
軍
手
、
屋
外
で
作
業
で

　
き
る
服
装
、
長
靴

■
申
込
期
限
　
６
月
12
日
（
水
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　
農
林
課
農
林
振
興
担
当

　
　（
内
線
２
２
３
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
英
語
学
習
会

　
英
・
米
の
国
語
の
教
科
書
や
古

典
童
話
を
使
い
、
英
語
学
習
に
必

要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん

か
？

■
日
時
　
６
月
15
日
（
土
）

　
　
　
～
７
月
21
日
（
日
）

　
　
　
の
各
土
・
日
曜
の
全
５
回

　
　
　（
６
日
・
７
日
除
く
）

　
毎
回
　
14
時
45
分
～
16
時
15
分

■
場
所

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

２
階
図
書
館
グ
ル
ー
プ
研
究
室
２

■
対
象
・
実
施
曜
日

＊
中
学
生
講
座
　
土
曜
日

＊
高
校
生
講
座
　
日
曜
日

■
定
員
　
各
講
座
７
名

■
持
物
　
英
語
ノ
ー
ト
、
英
和
辞

　
典
、
筆
記
用
具

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
守
屋
（
英
語
学
修
士
）

　
☎
２
２
ー
９
９
４
４

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら

こ
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
楽
し
く
孫
育
て
を
し
て
い
た
だ

け
る
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

■
日
時
　
６
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　「
ニ
コ
リ
」　
１
階
第
６
会
議
室

■
講
師
　
山
梨
県
助
産
師
会
助
産
師

■
対
象
　
今
か
ら
お
孫
さ
ん
が
生

ま
れ
る
方
・
３
歳
以
下
の
お
孫
さ

ん
が
い
る
方
・
孫
育
て
に
関
心
が

あ
る
方

■
参
加
費
　
無
料

■
定
員
　
20
名

■
内
容
　「
お
ま
ご
ブ
ッ
ク
」
プ

　
レ
ゼ
ン
ト
、
最
新
育
児
グ
ッ
ズ

　
の
紹
介
、
助
産
師
と
の
相
談

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
２
３
ー
７
６
７
６

「
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催

　
地
元
農
家
の
新
鮮
野
菜
や
工
芸

品
、手
作
り
雑
貨
を
販
売
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

ウ
ル
ト
ラ
ち
び
っ
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン

■
日
時
　
６
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容
　
わ
く
わ
く
七
夕
シ
ア

タ
ー
、
お
ま
つ
り
コ
ー
ナ
ー
、
企

業
か
ら
商
品
紹
介
・
試
供
品
提
供

■
対
象
　
０
～
３
歳
ま
で
の
未
就

　
園
児
と
親
等

■
定
員
　
親
子
１
０
０
組

■
申
込
　
要
電
話
予
約

「
孫
育
て
講
座
」
を
開
催

　
マ
マ
と
パ
パ
の
子
育
て
応
援
と

し
て
、
祖
父
母
の
方
に
力
を
貸
し

■
日
時
　
６
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～
12
時
30
分

■
場
所

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

■
お
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
商
工
会

　
☎
２
２
ー
２
２
０
４

「
マ
ル
シ
ェ
梨
北
」
開
催

　
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
を
店
舗

に
、
採
れ
た
て
の
新
鮮
な
農
産
物

を
販
売
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
６
日
（
土
）

　
８
時
～
10
時
（
雨
天
決
行
）

　
※
商
品
が
売
り
切
れ
次
第
終
了

■
場
所
　
ラ
ザ
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
甲
斐
双
葉
駐
車
場

■
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ａ
梨
北
営
農
部
地
産
地
消
課

　
☎
２
３
ー
４
５
７
０

梅
も
ぎ
・
梅
漬
け
体
験 

教
室
開
催

　
農
林
課
と
穴
山
町
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
運
営
協
議
会
は
、
春
の
農

産
物
で
あ
る
梅
も
ぎ
と
、
そ
れ
を

加
工
し
漬
物
に
す
る
体
験
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

募  

集
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市の人口（５月１日現在）
男	 １５，５５６人	 世帯数	 １２，４０６世帯
女	 １５，７６２人	 前月比	 △２４人　
計	 ３１，３１８人	 前月比	 ２３世帯

韮崎市国民健康保険より
５月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担
額）は、171,412,961 円で、一人あたりの保険者負担
額は、20,735 円 (前年同月比 3.65％増）でした。
引き続き健康に気をつけ、医療費の節約にご協力くだ
さい。

い
じ
め
等
人
権
、
地
代
、
戸
籍
他

■
相
談
時
間
　
１
人
40
分
程
度

＊
講
座
（
講
師
　
法
務
局
職
員
）

　「
相
続
に
つ
い
て
」
10
時
～

　「
成
年
後
見
人
制
度
に
つ
い
て
」

　
13
時
30
分
～

■
定
員
　
各
講
座
30
名

※
い
ず
れ
も
事
前
予
約
制

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
甲
府
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
５
５
ー
２
５
２
ー
７
１
５
３

こ
ど
も
人
権 

　
　

１
１
０
番
強
化
週
間

　
法
務
省
で
は
、
い
じ
め
や
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
取
組
を

強
化
す
る
た
め
、
全
国
一
斉
「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週

間
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
ー
０
０
７
ー
１
１
０

■
期
間
　
６
月
24
日
（
月
）

　
　
　
　
～
30
日
（
日
）

■
時
間
　
平
日
８
時
30
分
～
19
時

　
　
　
　（
土
日
10
時
～
17
時
）

■
相
談
担
当
者

　
・
甲
府
地
方
法
務
局
職
員

　
・
こ
ど
も
の
人
権
問
題
に
対
応

　
　
で
き
る
人
権
擁
護
委
員

■
実
施
機
関

　
甲
府
地
方
法
務
局

　
山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談

　
支
援
セ
ン
タ
ー（
担
当
　
吉
田
）

　（
山
梨
県
立
盲
学
校
内
）

☎
０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
１   

０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
２

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

　
中
北
保
健
所
峡
北
支
所
管
内
に

お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
、
毎
月

１
回
定
例
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

＊
奇
数
月

　
第
３
ま
た
は
第
４
金
曜
日

＊
偶
数
月

　
第
３
金
曜
日

　
毎
回
　
14
時
～
16
時
（
予
定
）

■
担
当
医
師

　
精
神
科
嘱
託
医

■
申
込
　
事
前
予
約
制

■
場
所

　
北
巨
摩
合
同
庁
舎
１
階

　
中
北
保
健
所
峡
北
支
所
相
談
室

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
中
北
保
健
所
峡
北
支
所

　
地
域
保
健
課

　
☎
２
３
ー
３
０
７
４

県
弁
護
士
会
に
よ
る 

無
料
法
律
相
談
会

■
日
時
・
内
容

＊
６
月
８
日
（
土
）

　『
女
性
の
権
利
１
１
０
番
』

　
離
婚
、
親
子
関
係
・
親
権
、

　
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー

＊
６
月
22
日
（
土
）

　『
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

　
労
働
契
約
、
未
払
賃
金

※
両
日
と
も

・
受
付
　
13
時
15
分
～
15
時
30
分

・
相
談
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

※
そ
の
他
の
法
律
相
談
に
も
応
じ

　
ま
す
。

■
場
所
　
山
梨
県
弁
護
士
会
館

■
お
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会

☎
０
５
５
ー
２
３
５
ー
７
２
０
２

移
動
県
民
相
談

　
峡
北
地
区
を
対
象
に
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
６
月
20
日
（
木
）

　
10
時
～
15
時

■
相
談
内
容
　
法
律
相
談（
家
族
・

近
隣
・
相
続
・
金
銭
）、
交
通
事

故
相
談
、
労
働
、
消
費
生
活
相
談

■
場
所
　
北
巨
摩
合
同
庁
舎
２
階

　
２
０
１
・
２
０
２
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
５
７
１

法
務
局
な
ん
で
も
無
料 

相
談
所
・
法
務
局
講
座

■
日
時
　
６
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
９
時
～
15
時
30
分

■
場
所
　
甲
府
合
同
庁
舎

＊
相
談
　
法
務
局
職
員
、
公
証
人

■
内
容
　
土
地
・
建
物
・
会
社
・

法
人
等
の
登
記
、隣
地
と
の
筆
界
、

■
内
容
　
信
玄
塚
で
の
慰
霊
祭
、

決
戦
場
ま
つ
り
、
勝
楽
寺
参
拝
他

■
参
加
費
　
５
、０
０
０
円

■
定
員
　
28
名

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
武
田
の
里
に
ら
さ
き
旧
温
の
会

　
武
田
勝
頼
新
府
韮
崎
の
会

　
☎
２
７
ー
２
０
８
７
（
細
田
）

夏
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛 

　
　
　
　

ひ
と
み
相
談
会

　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不

安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ

て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん
で

い
る
方
、
視
覚
に
課
題
が
あ
る
子

ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先

生
な
ど
、
見
え
方
や
目
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
会
場

　
７
月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）

　
８
月
25
日
（
日
）

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
い
ず
れ
も
10
時
～
15
時

　
１
件
に
つ
き
１
時
間
（
予
定
）

■
申
込
　
開
催
週
の
木
曜
ま
で
に

　
電
話
申
込（
平
日
９
時
～
17
時
）

■
費
用
　
無
料

平
成
25
年
度
山
梨
県 

消
費
生
活
相
談
員
を
紹
介

　
県
で
は
、
県
内
85
名
の
方
を
消

費
生
活
相
談
員
と
し
て
委
嘱
し
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
消
費
生
活

に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
韮
崎
市
の
相
談
員

は
昨
年
に
引
続
き
、
次
の
５
名
の

方
々
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

樋
口
　
浩
子 

氏 

（
神
山
町
鍋
山
）

遠
山
な
つ
子 

氏 

（
水
　
　
　
神
）

若
尾
　
鈴
子 

氏 

（
旭
町
上
條
北
割
）

矢
崎
　
永
子 

氏 

（
大
草
町
上
條
東
割
）

笹
本
　
　
恵 

氏 

（
清
哲
町
水
上
）

相  

談
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